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5mol%MgO ドープ分極反転 LiNbO3(MgO:PPLN)は, 1μm 帯発振レーザ励起光パラメトリック発

振による,中赤外光用波長変換素子として実用化されているが,
1
 その出力波長は分極反転周期長

及び結晶温度で決定することが知られている. 5mol%MgO ドープ LiNbO3 において温度依存型

Sellmeier方程式が Paulら 2及び Gayerら 3
 によって既に報告されているが, それらの方程式から

算出された理論曲線では, 透過領域全般にわたって正確なチューニングカーブが計算できない. 

例えば図 1のように, Xuら 4が報告した周期長 30.5μmを有するMgO:PPLNの 1.9075μm Tm:YLF

レーザ励起擬似位相整合光パラメトリック発振の実験値を正確に再現することができない.  

今回, 周期長Λ=29.0μmのMgO:PPLN(HC Photonics社製)を用い, 擬似位相整合による SHG, SFG

及びOPGについて, 0.4~4.0μmの波長範囲において, 結晶温度20~110℃の範囲で温度変化を測定し

た. 一例として, 図 2に 1.0642μm Nd:YAG レーザ励起 OPO のアイドラ光の温度同調曲線を示す. 

次に, それらの実験結果から異常光線の屈折率温度分散式を導出した. 図 1, 2での実線は, 本研究

で導出した Sellmeier 方程式及び屈折率温度分散式から得られた理論曲線であり, 実験値と一致し

ていることがわかる. 当日は, 我々の擬似位相整合温度特性の実験データとともに屈折率温度分

散式について詳細に報告する. 

  

図 1 1.9075μm Tm:YLF レーザ励起擬似位相

整合光パラメトリック発振の温度同調曲

線. ◇: Xuらの実験値. 

図 2  1.0642μm Nd:YAG レーザ励起擬似位相

整合光パラメトリック発振の温度同調曲

線. ○: 本研究の実験値. 
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